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＊県域とは、神奈川県内の市町村のうち横浜市、川崎市、相模原市を除いた地域です 

今週の全数把握対象疾患 

（当該週の国による集計及び各保健福祉事務所からの報告をもとに期日を決めて集計しているため、集計数が前後することがあります。）

県域 横浜市 川崎市 相模原市

二類 結核 5 16 5 2 28 1,021

三類 腸管出血性大腸菌感染症 1 1 2 244

E型肝炎 1 1 39

つつが虫病 1 1 13

レジオネラ症 2 1 1 4 97

アメーバ赤痢 1 1 55

ウイルス性肝炎 1 1 16

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1 1 113

急性弛緩性麻痺 1 1 1

急性脳炎 1 1 15

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2 1 3 36

後天性免疫不全症候群 1 1 60

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 1 12

侵襲性肺炎球菌感染症 4 1 5 84

水痘（入院例） 1 1 17

梅毒 4 1 5 296

播種性クリプトコックス症 1 1 10

五類

神奈川県
（2021年累計）

神奈川県
（今週）分類 対象疾患

内訳

四類

全数把握対象疾患情報 
・結核28例：年齢群は20歳代3例、30歳代2例、40歳代2例、50歳代4例、60歳代2例、70歳代7例、80歳代6例、90歳以上2例、病型は肺結核13例、

結核性リンパ節炎1例、結核性胸膜炎1例、肺結核及びその他の結核3例、無症状病原体保有者10例

・腸管出血性大腸菌感染症2例：年齢群は20歳代1例、50歳代1例、血清型・毒素型はO157VT1VT2 1例、O不明VT1 1例、推定感染経路は経口感染2

例、推定感染地域は神奈川県2例

・E型肝炎1例：年齢群は50歳代、感染経路は不明、推定感染地域は日本国内都道府県不明

・つつが虫病1例：年齢群は70歳代、推定感染経路は動物、蚊、昆虫等からの感染、推定感染地域は神奈川県

・レジオネラ症4例：年齢群は60歳代1例、70歳代1例、80歳代2例、病型は肺炎型3例、ポンティアック熱型1例、推定感染経路は水系感染1例、不

明3例、推定感染地域は神奈川県3例、石川県1例

・アメーバ赤痢1例：年齢群は50歳代、病型は腸管アメーバ症、感染経路は不明、推定感染地域は日本国内都道府県不明

・ウイルス性肝炎1例：年齢群は10歳代、病名はB型肝炎、推定感染経路は性的接触、推定感染地域は日本国内都道府県不明、B型肝炎ワクチン接

種歴不明

・カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症1例：年齢群は40歳代、菌種はCitrobacter  freundii、推定感染経路はその他、推定感染地域は神奈

川県

・急性弛緩性麻痺1例：年齢群は10歳未満、病型は病原体不明、感染経路は不明、推定感染地域は神奈川県、ポリオ含有ワクチン接種歴は有り

・急性脳炎1例：年齢群は10歳未満、病型は病原体不明、推定感染経路は飛沫・飛沫核感染、推定感染地域は神奈川県

・劇症型溶血性レンサ球菌感染症3例：年齢群は50歳代1例、70歳代1例、90歳以上1例、推定感染経路は創傷感染2例、不明1例、推定感染地域は

神奈川3例

・後天性免疫不全症候群1例：年齢群は30歳代、病名は無症候性キャリア、推定感染経路は性行為感染、推定感染地域は日本国内

・侵襲性インフルエンザ菌感染症1例：年齢群は70歳代、推定感染経路は飛沫・飛沫核感染、推定感染地域は神奈川、ワクチン接種歴は不明

・侵襲性肺炎球菌感染症5例：年齢群は10歳未満1例、40歳代1例、60歳代1例、70歳代1例、80歳代1例、感染経路は飛沫・飛沫核感染3例、不明2

例、推定感染地域は神奈川県5例、ワクチン接種歴は、有り1例、無し1例、不明3例

・水痘（入院例）1例：年齢群は10歳代、病型は臨床診断例、感染経路不明、感染地域は不明、ワクチン接種歴は有り

・梅毒5例：年齢群は10歳代1例、20歳代2例、30歳代1例、50歳代1例、病型は早期顕症梅毒Ⅰ期3例、無症状病原体保有者2例、推定感染経路は性

的接触5例、推定感染地域は神奈川県1例、東京都2例、日本国内都道府県不明1例、不明1例

・播種性クリプトコックス症1例：年齢群は80歳代、推定感染原因は免疫不全、推定感染地域は神奈川県

新型インフルエンザ等感染症

新型コロナウイルス感染症 72例 

今週の定点把握対象疾患 

鎌倉保健福祉事務所で水痘の報告が定点当たり1.50で注意報レベルです。 

今週の注目感染症 

～感染性胃腸炎～今週、神奈川県では869件の報告がありました。感染性胃腸炎はウイルスや細菌などの病原体によって引き起こされる胃腸炎

です。冬に流行する感染性胃腸炎の原因の多くはウイルスとされています。特に感染力の強いノロウイルスに注意が必要です。ウイルスに汚染

されたカキなどの二枚貝を食べて感染する場合があります。ノロウイルスに感染すると激しい下痢や嘔吐、発熱がみられます。特別な治療薬や

予防接種は有りません。またノロウイルスに対してはアルコールでは消毒効果が不十分です。感染者の嘔吐物や糞便にもウイルスが含まれます

ので、次亜塩素酸ナトリウムを使用して適切に処理し、処理後の手洗いは十分に行いましょう。 

～新型コロナウイルス感染症～今週の報告数は72例となり、前週63例とくらべて増加しています（※患者情報の変更により、前週と数字が異なる

場合があります）。11月末にアフリカ南部を起源とする新規変異株であるオミクロン株が確認され、12月8日までに国内で4例の感染が確認され

ています。現在神奈川県ではオミクロン株の感染は確認されていません。神奈川県で実施していた変異株モニタリングの結果により、現在の流

行の大半はデルタ株によるものと分かっています。今後流行株が変わっても、基本的な感染対策は十分に有効です。今後も手洗い・マスク着用

といった従来の行動維持を心がけてください。 

感染症発生動向調査事業は「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療 

に関する法律」によって行われています。 




























